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東大×日本証券業協会  

「大学債／ソーシャルボンドカンファレンス 

初の大学債 発行の意義と SDGsへの貢献」の開催について 

 

日本証券業協会と東京大学は、2021 年１月 15 日（金）、ソーシャルボンドとして発行され

た大学債（東京大学 FSI債）をテーマとしたカンファレンスについて、会場による参加に加え

Zoom参加も可能とするハイブリット方式で開催いたしますので、ご案内申し上げます。 

東京大学は 2020年 10月、ソーシャルボンドとして 200億円の大学債を発行しました。本年

のソーシャルボンド国内公募発行額は現時点においても 6,500億円を超え、昨年を大きく上回

るなど、ソーシャルボンド市場は広がりを見せつつあります。本カンファレンスにおいては、

大学債の社会的意義、資金調達手段としての役割、大学債のソーシャル性・SDGs への整合性、

ソーシャルボンドの現状と課題を探る機会としたいと存じます。具体的なプログラム内容は次

ページをご覧ください。 

報道関係者の皆さまにおかれましては、会場でのご参加も優先的に可能としております（ソ

ーシャルディスタンスを考慮した座席としております）。ご参加いただける場合には、下記リン

ク先、QRコードよりお申込みいただきますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

【関係者用登録フォーム】https://fofa.jp/jsda/a.p/278/ 

 

以上 

○本件問合せ先：SDGs推進本部 SDGs推進室 森川、小田 （TEL：03-6665-6783） 

 

                                                   
  東京大学では、2015年の五神総長着任時、大学全体の高次元の目標として SDGsを盛り込ん

だ長期ビジョンを掲げています。2017年７月には、SDGsを活用した「知」への投資（知への
リスクマネーの供給、資金の好循環）を目指し、総長を本部長とする「未来社会協創推進本
部」（FSI）を設置し、SDGsに関連する取組みを実施しています。 



大学債発行の実際、
市場の反応、今後の課題


